
週刊新潟j

公
約
染
が
広
純
に
進
ん
で
い
て
、

ぷ
体
、
一
川
北
、
川
市
か
ら
湖
花
、

洲
市
ま
で
日
本
の
約
3
・

8m、

1
4

3
fH
千
万
J
が
P
M
2
・

5
で
紛
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
被
川
を
受

け
る
の
は
約
8
依
人
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
す
」
(
川
)

政
府
の
意
向
で
削
除

%
に
な
る
の
は
P
M
2
・
5

に
よ
る
被
山
川
貯
の
数
だ
が
、
も

ち
ろ
ん
、
公
式
発
ぷ
の
統
H
川は

あ
る
。

「
2
0
1
2
年
に
花
必
・
火
山
リ
ド
と

小
川
の
N
P
O
が
A
H
川
で
お
こ

な
っ
た
川
代
仙
川
市
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
北
点
、
上
海
、

広
州
、
州
安
で
P
M
2
・
5
を

似
川
内
と
す
る
川
仰
が
ん
や
気
代
文

炎
、
心
臓
病
な
ど
が
品
川
中
し
、

そ
の
.先
行
は
8
0
0
0
人
に
も

の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
」
(
前

川
の
般
化
U
)

だ
が
、
こ
の
数
・
ア
を
そ
の
ま

ま
鴻
芥
み
に
す
る
人
は
少
な
い
。

こ
れ
よ
り
以
前
に
、
さ
ら
に
多

数
の
.先
行
が
山
川
る
と
刷
怖
じ
た
レ

ポ
ー
ト
が
あ
る
か
ら
だ
。

北
点
化
住
の
日
本
人
ジ
ャ

l

粉
は
全
体
の

3
川
判
何
度
で
す
が
、

P
M
2
・
5
が
飛
散
し
て
い
る

よ
う
な
大
気
小
で
は
目
別
も
の

花
粉
が
P
M
2
・
5
と
く
っ
つ

い
て
俄
裂
す
る
。
た
だ
で
さ
え

花
粉
の
品
川
倣
川
が
多
い
今
年
の

ぷ
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
吸
い
込

む
リ
ス
ク
が
初
似
近
く
尚
く
な

る
の
で
す
」
(
正
氏
)

さ
ら
に
峨
な
ぷ
も
あ
る
。
均s

父
山
・
に
肱
川
さ
れ
た
ア
レ
ル
ゲ

ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
そ
れ
は

2
0
0
7
年
に
脚
界
銀
行
と
小

川
卵
境
保
必
部
が
A
H
川
で
行
な

っ
た
訓
作
だ
。

「
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
大
気
汚
染

だ
け
で
は
な
く
ぷ
白
川
染
も
合

め
て
総
合
的
に
調
先
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
紡
川
市
は

R
B
Z『

句三

z
z
oロ
ヨ
(
い

F
E

と
い
、
っ

今
年
は
花
粉
の
飛
散
量
が
例

年
に
も
楢
惜
し
て
多
い
と
い
う
。

す
で
に
耳
由
鼻
科
に
駆
け
込
む
花

粉
症
患
者
が
急
泊
中
だ
が
、
さ

ら
に
惑
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
。

花
粉
と

P
M
2
・
5
が
結
合
す

る
と
憂
惨
な
化
学
反
応
が
起
き

る
の
だ
。

P
M
2
・
5
の
崎
市
米
は
い
つ

ま
で
続
く
の
か
。
先
の
点
・
以
山

1
2
8
勺
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
大
気
判
染
に

つ
い
て
は
P

M
ω
の
影
科
を
訓

べ
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
小
川
で
は
、
句
作
お

H
i

仰
万
人
が
早
期
-
免
亡
と
批
H
川し

て
い
る
。
P
M
2
・
5
は
さ
ら

に
細
か
い
料

f
な
の
で
、
こ
の

数
字
は
か
な
り
参
与
に
な
り
ま

仁
大
の
山
川
山
数
回
伐
に
よ
る
と
、

北
必
や
上
泌
で
収
ま

っ
た
と
し

て
も
、
日
本
に
は
引
き
続
き
降

り
机
ぐ
吋
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

「小
川
で
は

3
川
中
旬
以
降
、

作
セ
の
峻
M

山
が
止
ま
る
た
め
・

.

般
化
疏
抗
な
ど
の
排
州
が
減
り

ま
す
。
そ
の
た
め
P
M
2
・
5

は
抑
制
度
が
低
く
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
日
本
へ
の
品
川
米
と
な
る
と

が
怖
が
巡
う
の
で
す
。
例
年
、

与
や
秋
に
発
ル
ー

す
る
移
動
作
hu
川

川
品
川
は
此
砂
を

巻
き
上
げ
て
川

本
に
巡
ん
で
き

ま
す
が
、
そ
の

今
年
の
花
粉
は
2
1
6倍

ン
は
1
1
2
H
絞
っ
と
舵
燥
し
、

P
M
l
・
O
利
成
の
微
小
な
料

f
と
な
っ
て
ト
人
気
中
を
以
い
は

じ
め
る
。

「花
粉
だ
と
数
時
間
で
地
刷
に

係
ち
る
が
、
こ
の
サ
イ
ズ
だ
と

l
辺
川
は
浮
遊
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
発
・
釘
し
て
こ
な
か
っ
た

人
が
花
粉
械
に
な
り
や
す
い
。

ま
た
、
大
気
中
を
以
う
ア
レ
ル

ゲ
ン
は
仰
な
ど
の
総

-M
に
脱
出
世

人
り
や
す
く
、
大
川
に
吸
う
と

4

巾
一
筋
な
附
以
や
川
町
岐
川
附
臨
時
と
い

っ
た
・“
.状
ま
で
引
き
起
こ
す
。

仏
は
本
気
で
ゐ花
粉
避
知
山
内
的
。

を
川
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
ほ

ど
で
す
」
{
川
)

そ
し
て
秋
に
な
れ
ば
、

ブ
タ

ク
サ
な
ど
の
花
粉
も
や
っ
て
く

る
。
P
M
2
・
5
が
そ
の
附
泌

竹
を
北
品
川
押
す
る
の
は
こ
れ
か
ら

な
の
だ
。

5
騒
動
で
、
多
く
の
専
門
家
が

引
き
合
い
に
出
す
「
ロ
ン
ド
ン

・
ス
モ
ッ
ク
」
。
濃
い
霧
と
煙
、

す
な
わ
ち
ス
モ
ッ
ク
の
せ
い
で
、

過
去
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
大
震
の

死
者
が
出
て
い
た
の
だ
。

初
出
汁
は
巡
ら
れ
、
以
外
に
洗

泌
物
は

.1せ
ず
、
病
院
は
人
で

浴
れ
る
|
|
。
P
M
2
・
5
の

発
似
合
淑
で
あ
る
山
中
川
・
北
点
の

大
気
叫
川
染
は
広
が
り
続
け
て
い

る
。
川
出
必
の
場
合
は
、
ど
ん
な

引
悠
が
加
山
内
止
さ
れ
る
の
か
。
そ

の
参
与
に
な
る
と
パ
わ
れ
て
い

る
の
が
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
モ
ツ

グ
だ
。

「
1
9
5
2
年
の
内
M

バ
5

H
か

ら
9

H
に
か
け
て
、
。
グ
レ
ー
ト

・
ス
モ
ッ
グ
e

と
も
呼
ば
れ
る

兆
川
内
史
上
以
必
の
ス
モ
ッ
グ
が
、

ロ
ン
ド
ン
で
発
止
し
し
ま
し
た
。

町
民
川
気
象
げ
の
川
山
村
却
に
よ
る
と
、

2
M先
が
比
え
な
か
っ
た
た
め

に
山
口
定
を
比
つ
け
る
の
が
州
知

な
人
も
山
て
、
ロ
ン
ド
ン
ボ
却

で
は
れ
分
の
M
比
広
す
ら
見
え
な

い
ほ
ど
だ

っ
た
そ
う
で
す
」

(作
英
ラ
イ
タ
ー
)

前
山
の
山
胤
ぃ
以
州
凶
仁
大
学
教
授

の
山
川
山
史
郎
氏
が
後
を
受
け
る
。

「も
と
も
と
ロ
ン
ド
ン
は
訂
炭

す
」と
こ
ろ
が
、
現
代
公
附
さ
れ

て
い
る
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
.
化
行

の
数
は
人
っ
て
い
な
い
。
政
府

の
な
向
で
後
に
削
除
さ
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
同
で

「良市此
」
と
は
常

に
隠
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ

る
。

均
し
%
の
塊
は
小
川
沿
作
部
の
仁

業
地
情
も
通
過
す
る
。
す
る
と

白
砂
は
煤
仰
を
吸
将
し
て
P

M

2
・
5
と
川
じ
よ
う
な
物
質
に

な
る
の
で
す
。
移
動
性
尚
%
以

の
勢
い
が
強
い
ま
ま
だ
と
、
初

公
わ
ら
ず
尚
抑
制
度
の

P
M
2
・

5
が
日
本
に
降
り
作
ぐ
、
な
ん

て
こ
と
も
与
え
ら
れ
る
」

一
万
、
ま
も
な
く
川
本
で
は

花
粉
の
以
俗
則
が
や

っ
て
く
る
。

い
ま
や
日
本
人
の

6
人
に
l
人

が
発
抗
す
る
と
い
わ
れ
る
花
粉

杭
は

「
川
民
病
」
と
も
い
え
る

が
、
と
く
に
今
年
は
川
年
の

2

1
6
怖
の
は
が
成
散
す
る
と
見

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
化
粉
目
札
山
崎

の
似
川
で
大
%
が
い
門
放
さ
れ
、

ス
モ
ッ
グ
に
附
加
わ
れ
る
こ
と
の

多
い
街
で
し
た
が
、
そ
の
年
の

冬
は
非
常
に
本
く
、
同
叫
を
取
る

と・
0
こ
K
H
・t
k
f誠

V
-1
-
上
こ
-1

4
'
ρ
u
'
v
l』
E
P
J
ん

h
p
f
ド
花

'u，，句

院
を
燃
や
し
た
ん
で
す
」

ま
た
%
以
が
低
い
と
、

「地
向
が
冷
え
た
ま
ま
で
常
気

の
上
下
対
流
が
起
こ
ら
ず
、
さ

ら
に
胤
が

ωか
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
人
命
が
生
活
す
る
低
M
m
に

判
決
物
質
が
淵
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
結
決
、
肺
炎
や
気
作
文
炎

な
ど
に
恨
っ
た
ロ
ン
ド
ン
市
民

が
1
巡
聞
で

4
0
0
0
人
も
亡

く
な
っ
た
ん
で
す
」
(
川
)

ち
な
み
に
、

「大
公
的
染
』
と

い
う
れ
H

物
に
よ
れ
ば
、

〈市
杭
に
な
っ
た
午
は
か
な
り

の
数
に
述
し
.化
亡
し
た
も
の
が

日本をはじめ.アメリカ中国の州.国立大牢でも

研究用に探聞された

唱吉田屋畳
居司回目S弓

飛騨霊芝
よいものだからこそ轟〈量飲して日しい.そう唱えたから、

この価怖がWJ)!しました.三十年以上にわたる科学的
研究.結Jgm:摘の成』院を砧畠したのが「剤師賓芝J
です.その晶闘は圏内・海外で高〈肝備され、研究m
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行
に
は
峨
な
季
節
だ
が
、

「
こ
れ
は
深
刻
で
す
よ
。・

山中川

か
ら
成
ん
で
き
た
P
M
2
・
5

ゃ
此
砂
が
大
気
中
で
花
粉
と
公

じ
り
あ
う
こ
と
に
よ

っ
て
リ
ス

ク
が

m大
す
る
と
凡
て
い
ま

す
」と
作
作
す
る
の
は
的
-K大山下

火
予
院
削
川
仁
川
ア
研
究
M

什
の
正
行

制
椛
数
回
目
だ
。
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。
花
粉
避
難
警
告
。
を

そ
も
そ
も
花
粉
縦
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
は
こ
う
だ
。
花
粉
が
山
卯

や
H
な
ど
の
鮎
般
に
く
っ
つ
く

と
水
分
を
吸
収
し
て
俄
裂
す
る
。

そ
の
紡
浪
、
中
の
ア
レ
ル
ゲ
ン

が
品
川
び
州
し
て
抗
体
と
反
泌
す

る
と
い
う
社
総
み
だ
が
、
こ
こ

に
P
M
2
・
5
が
弓
場
す
る
と

ど
う
な
る
の
か
。

「

P
M
2
・
5
の
料

f
は
鋭
機

組
や
的
機
桁
端
だ
っ
た
り
す
る
の

で
水
を
合
み
や
す
い
。
と
く
に

耐
の
け
な
ど
花
粉
が
P
M
2
・

5
と
く
っ
つ
く
と
水
分
を
吸
っ

て
急
泌
膨
似
し
、
い
い
場
合
は
、

わ
ず
か
5
分
で
破
裂
し
て
ア
レ

ル
ゲ
ン
を
波
山
す
る
の
で
す
。

通
常
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
山
す
花

5
・
州
、
殺
さ
れ
た
午
は
少
な
く

と
も
U
似
に
及
び
、
州
判
断
が
呼

吸
川
問
鮒
の
杭
状
を
川
上
し
た
〉

人
間
だ
け
で
な
く
動
物
も
、

ロ
ン
ド
ン
・
ス
モ
ッ
グ
の
被
%

に
巡
っ
た
の
だ
と
か
。

『
北
京
の
ほ
う
が
深
刻
』

こ
う
し
て
、
怖
に
凡
る
ト
人
気

料
品
恥
災
符
と
し
て
祈
り
継
が
れ

る
ロ
ン
ド
ン
・
ス
モ
ッ
グ
だ
が
、

脱
伐
の
北
・
以
の

P
M
2
・
5
と

共
通
点
は
あ
る
の
か
。

「非
常
に
似
て
い
て
、
む
し
ろ

北
点
の
ほ
う
が
深
刻
な
状
況
に

あ
る
と
思
い
ま
す
」

こ
う
分
析
す
る
の
は
、
大
気

物
則
学
の
鰍
戚
で
あ
る
名
占
口
駅

ト
人
乍
名
件
数
段
の
山
訂
以
必
打
川
氏

だ
。
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